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【2018年7月21日～2018年7月27日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに下落し

ました。トルコの2年国債金利はほぼ横ばいとなりまし

た。

7月24日（現地、以下同様）の金融政策決定会合で

は、1.00％ポイントの利上げとの市場予想に反して、

政策金利が17.75％で据え置かれました。市場は失望

し、トルコ・リラは売られ、対米ドル・対円ともに史上最

安値を更新しました。国債も政策決定を受けて長期債

を中心に売られ、金利が上昇する場面もありましたが、

その後は小動きで一進一退となりました。トルコ中央銀

行は声明文で、インフレ圧力に言及しつつも、国内の

需要が減速していると指摘し、様子見姿勢を示しまし

た。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

24日の金融政策決定会合は、改めて中央銀行に対

する政治の圧力への市場の疑念が高まる結果となりま

した。また、トルコによる米国人牧師の拘束をめぐって、

トランプ米大統領が「大規模な制裁をかける」とツイッ

ターで警告するなど、対米関係も懸念されており、相

場の重石となっています。今週はトルコ中央銀行のイ

ンフレ報告書の公表と、6月の貿易収支および7月の

消費者物価指数の発表が予定されています。しかし、

日本や米国、ブラジル、メキシコ、インドなど複数の国

で金融政策決定会合が開催されるため、市場のトルコ

に対する注目度は相対的に低くなると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


